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本研究の目的
メジャーな環境問題で挙げられるのは地球温暖化だ。そ
してこれを進行させる最たる原因は温室効果ガスである。
我が国の首都東京都はこの温室効果ガス削減に日本で
いち早く、都の制度として取組み成果をあげている。その
制度は排出総量削減義務と排出量取引制度で、これら
をふまえてその成果・問題点を明らかにしたい。また海
外で実施されたものと比較し考察したい。



温室効果ガスとは
•赤外線を吸収する能力をもつ気体のこと。大気中に存
在すると温室効果をもたらすのでこの呼び名がある。

•地表面からの熱をいったん吸収し，熱の一部を地表面
に下向きに放射する。日射に加えて，こうした放射によ
る加熱があるため，地表面はより高い温度となり，温室
効果がもたらされる。



東京都の温室効果ガス排出量

•東京とは、2030年までに温室効果ガス排出量を30％削減する目標を
掲げている。

•2014年度の電力供給サイドにおける電源構成の変動影響を除いた
東京都の温室効果ガス排出量は55.0百万t-CO2であり2000年度比で
は△11％、前年度比では△0.5％となっている。
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東京都排量取引制度と
排出総量削減義務について



・概要

電気、熱、燃料の使用量が年間で原油換算1500kL以上の事業
所の所有者等に対して、削減義務対象の温室効果ガス（CO2）の5
年間の計画期間の排出総量を一定の排出上限量以下にする義
務付けるものである。 H14～19年度までの間のいずれか連続する
3年度の平均排出量から設定し、削減義務率｛第一計画期間(H22
～26年度まで）においては6or8%｝を乗じて、でた削減義務量を規
準排出量を差し引いて５倍した量である。

出所）web/東京都/報道発表資料2016-2



経緯
以前 H22年

削減義務の内容

・温室効果ガス排出総量

・排出量取引制度

自主的取組
削減を義務づけ、総量削減の結果

を求める制度
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特色

キャップアンドトレード制度

①原単位でなく温室効果ガスの排出総量の削減

②自主参加でなく義務的制度

③明確な排出量の算出検証ルールの確立

④規制手法と市場メカニズムの結合
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東京都排出量取引制度の導入

・都内のCO2排出総量の削減、温室効果ガス排出削減を実現するた
めに、2008年7月、温室効果ガス排出総量削減義務と排出量取引制
度を導入した。
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実績
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アンケート 調査 まとめ

• Q1 環境問題に関心がありますか。

３０代～４０代

５０代～８０代

20代～30代
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• Q2 東京都排出取引制度を知っていますか。

20代～30代

３０代～４０代

５０代～８０代
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• Q3 こうした制度は、ビルのCO２削減に効果があると思いますか。

20代～30代

３０代～４０代

５０代～８０代
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Q４ 東京以外にもこの制度を導入したほうがい
いと思いますか

５０代～８０代

３０代～４０代

20代～30代
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聞き取り調査 まとめ

•東京という地で決めるのではなく、企業の売り上げなど業績で制度
を適用させればいいと思う。

• その前にごみを減らしたほうがいいと思う。

•夏の冷房、冬の暖房の温度を1℃の上下限の温度調節に協力すれ
ば、数が多ければ多いほど効果は大きく、地球温暖化に寄与できる
と思う。


